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粗大ごみ予約受付センター（粗大ごみ予約受付センター（℡   ℡   891・891・55
ごみなしごみなし

374374　午前 9時～午後5時）　午前9時～午後5時）
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資源ごみ・粗大ごみ　月 1回・水曜日

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一
部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜
の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・私部西・駅前住宅（私
部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金

私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・
藤が尾・星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・
妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が枝・
私部西・郡津・
松塚・私部 4
丁目一部（77
番～ 80番）

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青 山・
倉 治・
東倉治・
神宮寺・
向井田

9 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業課（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か
月前～ 1週間前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 4時 30 分に環境事業課で受け付けています。

収集地区 7日 14日 21日 28日

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部
（77番～ 80番）

新聞・
雑誌
など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

お化けの迷路
　香川元太郎　PHP研究所
ウルトラマン大図鑑デラックス
　ポプラ社
さかなクンの一魚一会
　さかなクン　講談社　
えんとつと北極のシロクマ
　藤原幸一　少年写真新聞社
本格ハロウィンは知っている
　藤本ひとみ　講談社
甲子園スーパースター列伝
　オグマナオト　集英社
ブラッククイーンは微笑まない
　はやみねかおる　講談社
はたらく車
　ポプラ社

おおあたり
　畠中恵　新潮社
アンマーとぼくら
　有川浩　講談社
面白くて眠れなくなる元素
　左巻健男　PHP研究所
京都・有次の庖丁案内
　藤田優　小学館
龍馬の家計簿
　大村大次郎　河出書房新社
物流ビジネス最前線
　齊藤実　光文社
デジタル食品の恐怖
　高橋五郎　新潮社
前に進むための読書論
　山口真由　光文社

お知らせ

図書館（室）の祝日開館
　倉治図書館と青年の家図書室は、9月22日の祝日を開館します。
開館時間は午前10時から午後5時です。どうぞご利用ください。

いっしょに
読んで

絵 本 か
ら 物 語 へ

「エルマーのぼうけん」 
　ルース・スタイルス・ガネット　作       
　ルース・クリスマン・ガネット　絵

渡辺茂男　訳
福音館書店

　エルマーは仲良
くなった年取った野
良猫から、動物島に
捕えられているか
わいそうな竜の話
を聞いて、助けに行
くことにしました。
　動物島は恐ろしい島です。猫は
持って行く物をあれこれエルマー
に教えてくれましたが、年を取っ
ているため一緒には行けません。
さあ、一人で出発です。
　動物島に着くといろいろな動物
に襲われますが、持ってきた道具
と知恵をうまく使い、危機を切り
抜け、竜の元へと向かいます。さ
て、無事に竜を助けることができ
るでしょうか。情景が細かく描か
れており、読み手の子どもたちは、
面白くてワクワクする冒険の読み
物です。
　続編の「エルマーとりゅう」「エ
ルマーと 16 ぴきのりゅう」とと
もに、50 年以上読み継がれてき
た児童文学の名作です。　 


